
 
 

    

    

                                 
 
 
 

  

                                     

深
刻
な
高
レ
ベ
ル
廃
液
の

漏
え
い
ト
ラ
ブ
ル
状
況 

 

核
燃
サ
イ
ク
ル
安
全
小
委

員
会
で
配
布
さ
れ
た
資
料
に

よ
る
と
、「
ガ
ラ
ス
固
化
セ
ル

（
部
屋
）
内
の
廃
液
が
付
着

し
た
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
の
周
辺

を
洗
浄
し
た
と
こ
ろ
洗
浄
水

が
セ
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

の
貫
通
プ
ラ
グ
か
ら
浸
入
し
、

隣
室
（
保
守
第
一
室
）
の
線

量
率
が
上
昇
し
た
。
貫
通
プ

ラ
グ
表
面
か
ら
三
〇
セ
ン
チ

の
線
量
率
は
最
大
で
七
二
〇

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
／
時
を

示
し
た
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
値
は
、
自
然
界
（
六
ヶ

所
村
周
辺
平
均
値
）
の
三
万

六
千
倍
の
放
射
線
量
と
計
算

出
来
ま
す
が
、
も
し
こ
の
貫

通
プ
ラ
グ
の
そ
ば
で
作
業
し

た
と
す
る
と
一
時
間
二
三
分

で
一
般
人
の
年
間
許
容
被
曝

線
量
の
一
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
作
業

員
の
立
ち
入
る
エ
リ
ア
設
定

線
量
率
は
二
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
／
時
と
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
も
っ

と
高
い
線
量
率
だ
っ
た
可
能

性
は
な
い
の
か
？
本
当
に
作

業
員
は
居
な
か
っ
た
の
か
？ 

説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

保
安
院
は
原
燃
が
「
補
修
作

業
計
画
書
も
作
成
せ
ず
に
洗

浄
を
行
っ
た
」
こ
と
な
ど
を

「
違
反
行
為
」
と
し
て
い
ま

す
。 

 

三陸の海を放射能から守る                       《天恵の海》 
岩手の会                                ２００９（平成２１）年      
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経
産
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
四
月
二
日
、
再
処

理
工
場
の
廃
液
漏
洩
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
原
子
炉
等

規
制
法
に
基
づ
く
五
件
の
保
安
規
定
違
反
が
見
つ
か

っ
た
と
し
、
日
本
原
燃
に
原
因
究
明
と
再
発
防
止
策
を

今
月
中
に
報
告
す
る
よ
う
文
書
で
指
示
し
ま
し
た
。
同

日
経
産
省
で
開
催
さ
れ
た
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

の
「
核
燃
サ
イ
ク
ル
安
全
小
委
員
会
」
に
は
、
隣
室
の

放
射
線
測
定
値
が
「
毎
時
７
２
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
」
と
報
告
さ
れ
、
従
業
員
の
被
曝
や
環
境
の
汚
染
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
態
に
全
国
六
十
の
市
民
団
体

は
、
日
本
原
燃
へ
の
再
処
理
事
業
指
定
取
り
消
し
と
、

原
子
力
・
安
全
保
安
院
な
ど
の
責
任
明
確
化
を
求
め
る

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

日本原燃ホームページ「洗浄作業要図」（２００９・ 

４・１０追加報告Ｐ５）に、加筆し作成（編集部） 



広
島
原
爆
の
二
・
五
発
分
も
の
死
の
灰
が
未
回
収
で
充
満

し
た
六
ヵ
所
再
処
理
工
場
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
工
程
セ
ル
内

か
ら
、
つ
い
に
、
放
射
能
が
浸
み
だ
し
、
隣
室
で
検
知
さ
れ

ま
し
た
。
六
ヵ
所
再
処
理
工
場
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
今
や
抜
き
差
し
な
ら
な
い
状
況
に
至

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
態
に
、
「
福
島
老
朽
原
発
を
考
え
る

会
」
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
全
国
の
六
十
の
市
民
団
体
が
連

名
し
、
日
本
原
燃
の
再
処
理
事
業
取
り
消
し
を
求
め
る
要
求

書
を
経
産
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
提
出
し
ま
し
た
。 

    
 
 

    
 

           

全
国
的
な
不
安
の
声 

保
安
院
の
文
書
に
よ
る
保

安
規
定
違
反
の
指
摘
が
公
表

さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
各

地
の
市
民
団
体
か
ら
、
重
大

な
高
レ
ベ
ル
廃
液
漏
え
い
事 

故
を
招
い
た
日
本
原
燃
の
責 

              

                 

 

任
を
追
及
す
る
と
共
に
経
産

省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
自

身
の
責
任
を
問
う
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。 

四
月
八
日
「
福
島
老
朽
原

発
を
考
え
る
会
」
は
、
原
子

力
安
全
・
保
安
院
院
長
宛
の 

       

       

       

「
原
子
炉
規
制
法
に
も
と
づ

き
、
日
本
原
燃
へ
の
再
処
理

事
業
指
定
の
取
り
消
し
」
を

求
め
る
「
要
望
書
」
を
作
成

し
、
全
国
の
市
民
団
体
に
連

名
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
わ 

ず
か
六
日
間
で
し
た
が
鹿
児

島
か
ら
青
森
ま
で
六
十
の
市

民
団
体
が
賛
同
し
、
四
月
一

四
日
に
連
名
で
経
産
省
に
提

出
し
ま
し
た
。 

保
安
院
自
身
の
責
任
も 

明
ら
か
に
せ
よ 

要
望
事
項
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
す
。 

１
，
５
件
も
の
極
め
て
重
大

な
保
安
規
定
違
反
が
認
め
ら

れ
た
以
上
、
原
子
炉
等
規
制 

              

法
に
基
づ
き
、
日
本
原
燃
に

対
す
る
再
処
理
事
業
指
定
を

取
り
消
す
こ
と
。 

２
，
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
へ
の
保

守
治
具
入
口
シ
ャ
ッ
タ
ー
設 

置
の
申
請
を
許
可
し
な
い
こ 

と
。
日
本
原
燃
に
対
し
て
再

処
理
事
業
を
停
止
す
る
こ
と 

を
直
ち
に
命
じ
る
こ
と
。 

３
、
日
本
原
燃
の
組
織
的
欠 

陥
を
容
認
し
、
試
験
を
進
め 

さ
せ
て
き
た
原
子
力
安
全
・

保
安
院
、
核
燃
サ
イ
ク
ル
安

全
小
委
員
会
、
及
び
同
六
ヵ 

所
再
処
理
施
設
総
点
検
に
関 

     

三
月
二
一
日
青
森
市
で
、

「
再
処
理
工
場
の
放
出
放
射

能
を
測
る
」
と
題
す
る
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報

告
し
た
の
は
名
古
屋
大
学
名

誉
教
授
の
古
川
路
明
氏
と
京

都
大
学
原
子
炉
実
験
所
の
小

出
裕
章
氏
。
今
回
の
六
ヶ
所

工
場
に
お
け
る
高
レ
ベ
ル
廃

液
の
漏
え
い
に
つ
い
て
、
そ

の
危
険
性
を
具
体
的
に
説
明

し
ま
し
た
。 

 

古
川
氏
は
、「
高
レ
ベ
ル
廃
液

は
、
熱
を
発
す
る
上
に
強
い

放
射
線
と
酸
で
容
器
な
ど
を

腐
食
さ
せ
る
。
液
体
の
ま
ま

で
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

何
ら
か
の
形
で
固
体
化
す
る

な
ど
安
全
策
が
急
務
で
あ 

す
る
検
討
会
の
責
任
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。 

４
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
漏
洩
事

故
で
行
方
不
明
に
な
っ
て
い

る
放
射
性
物
質
の
所
在
を
全

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

 
 各

地
の
市
民
が
批
判
の
目 

 

市
民
団
体
は
四
月
中
に
出

さ
れ
る
原
燃
か
ら
の
「
報
告

書
」
に
注
目
し
な
が
ら
要
望

行
動
を
続
け
ま
す
。
マ
ス
コ

ミ
の
報
道
は
不
十
分
で
す
が 

各
地
か
ら
心
あ
る
市
民
の
批

判
の
目
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

   る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

小
出
裕
章
氏
は
、
昨
年
九

月
に
六
ヵ
所
周
辺
で
市
民
団

体
が
集
め
た
空
気
中
の
水
蒸

気
の
サ
ン
プ
ル
測
定
結
果
を

説
明
し
、「
集
め
た
二
二
の
サ

ン
プ
ル
の
う
ち
三
サ
ン
プ
ル

か
ら
自
然
界
の
約
三
〜
十
倍

の
濃
度
に
相
当
す
る
ト
リ
チ

ウ
ム
を
検
出
し
ま
し
た
。
青

森
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ト

リ
チ
ウ
ム
検
出
下
限
濃
度

（4
0
m
B
q
/
m
3

）
を
十
分
に
上

回
る
値
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
も
検
出
さ
れ
て
い
て

然
る
べ
き
」
と
語
り
ま
し
た
。 

ト
リ
チ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た

九
月
二
十
七
日
に
は
、
使
用

済
み
核
燃
料
の
せ
ん
断
作
業 

ア
ク
シ

ョ
ン

プ
ラ
ン

２ 

全
国
署
名
原
案
固
ま
る 

「
東
日
本
市
民
サ
ミ
ッ

ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
」

全
国
署
名
運
動
に
つ
い
て
、

「
岩
手
の
会
」
で
は
例
会
を

重
ね
３
月
中
に
「
文
案
」
を

ま
と
め
、「
市
民
サ
ミ
ッ
ト
全

国
署
名
分
科
会
」
に
送
り
ま

し
た
。 

表
題
を「
さ
ら
な
る
環
境
汚

染
を
防
ぐ
た
め
に
、
再
処
理

工
場
の
稼
働
予
定
を
い
っ
た

ん
凍
結
す
る
こ
と
を
求
め
る

署
名
」
と
し
、 

要
求
内
容
は
、 

一
、
再
処
理
工
場
の
稼
働
予

定
を
い
っ
た
ん
凍
結
す
る
こ

と
。
二
、
万
が
一
に
も
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
を
環
境
に

漏
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
予

防
原
則
に
の
っ
と
り
あ
ら
ゆ

る
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。 

の
二
点
に
絞
り
ま
し
た
。 

「
一
刻
も
早
い
再
処
理
工

場
の
停
止
・
凍
結
」
と
い
う

機
運
が
全
国
的
に
満
ち
始
め

て
い
ま
す
。 

放
射
能
に
よ
る
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

が
行
わ
れ
て
お
り
、
主
排
気

筒
か
ら
み
て
調
査
地
点
へ
向

か
っ
て
風
が
吹
い
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
ト
リ
チ
ウ
ム
の

濃
度
上
昇
は
工
場
に
起
因
す

る
こ
と
は
明
か
で
す
。 

保安院が「再処理保安規定」 

違反とした５項目 
 

１，エアリフトパージ空気流量の適

切な管理を行わなかった。 

２，固化セル漏えい液受け皿の検知

装置が不具合であることを発

見しながら配管の詰まり除去

を行った。 

３、漏えいを感知していながら漏え

い液の回収を速やかに実施し

なかった。 

４、高レベル配管の取り外し作業に
ついて、補修作業計画を作成せ

ず実施した。 

５，固化セル内洗浄について洗浄作

業計画書を作成せず実施した。 

 

 ＊保安院は、日本原燃に対する平

成２０年度第四回保安検査を３月

２日から１９日まで実施、保安検査

に疑いのある上記事例を発見した

としました。そこで、原燃に対して、

４月２日付け文書で通知し、４月３

０日までに、その改善策を保安院に

報告することを求めました。その改

善策については、次回の保安検査で

確認を行うとしています。 


